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平成 25年 5月 11日（土）、社団法人奈良県 

柔道整復師会会館に於いて AED講習会を開 

催した。 

今回の講習会は本会の公益法人移行を視野に 

入れ、地域住民の方々にも参加を募り公開で 

行う事となった。 

雨の降りしきる中、多数の地域住民の方々と

本会会員に参加して頂き、日本光電様のご協

力により実施された。 

資料の配布と共に、AED装着の方法や注意点、

現場での対応の仕方等を、参加者からの質問

も交え事細かにご説明頂けた。以前に AED

講習を受講された方も数名いらっしゃったが、

皆真剣な表情で救命現場を意識しながら聴講

されていた。 

 

 

 

また、AED装置装着講習に伴い、心臓マッサ

ージ（胸骨圧迫法）の解説も実践を交え行わ

れた。 

見ているより遥かに困難である事、胸部を５

cm以上圧迫しなければ効果がない事や、相当

な力の継続が必要になる事を、身をもって感

じさせられた。日本においては救急通報から

救急隊到着まで平均約８分を要する為、その

間の蘇生は極めて大切な事であり、また一人

で対応するのではなく、AED を活用し、周囲の人と連携を取り冷静に救命に当たる事が重



要である事を、講習の中で痛感した。 

本会では常設 AED と救護活動携帯用

AED の２台を保有している。使用しな

ければならない状態が無い事を祈るが、

いざと言う時の冷静な判断と勇気を備

える為、今回の講習会は非常に有意義な

内容となった。 

本会に於いて、地域住民の方々の参加を

募っての講習会は初めての試みであっ

たが、今後公益法人移行に伴う事業とし

て、地域の方々と更なるコミュニケーションをはかり、また柔道整復師という資格、接骨

院・整骨院・ほねつぎを理解して頂き、皆様の健康を守るお手伝いをさせて頂いている事

を認知頂き、より多くの人々の信頼を得られるようにして行きたい。 

最後に参加頂いた地域住民の皆様、また会員の皆様、そして非常に解り易い講習をしてく

ださいました日本光電の砂川様に感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社団法人奈良県柔道整復師会 


